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【目的】　
現在，EHEC（腸管出血性大腸菌）検査の選択分離
培地として，CT-SMACを主として使用しているが，
O157以外の血清型の EHECを効率良く検出するため
に，EHECの検出を目的としたクロモアガー STEC（以
後，STECと略す）の導入の有用性について検討した
ので報告する。

【方法】
1　マイルス－ミスラ法
代表的な EHEC血清型 6種類（O157：5株，O26：

5株，O111：5株，O145：3株，O103：3株，O121：
2株）計 23株と通常大腸菌（EC）1株について，
STEC，DHL，CT-SMAC，CT-RMAC，CT-SBMAC培
地にマイルスーミスラ法で接種し，生菌数を測定し生
育割合を比較する。
2　通常便への菌添加による培地性能比較
通常便（EHEC陰性の便）6検体及びEHEC6株（O157，

O26，O111，O145，O103，O121：各 1株）を通常便 6検
体に各々添加した検体を，STEC，DHL，CT-SMAC，ク
ロモアガーO157，CT-RMAC，CT-SBMAC培地に塗抹
し，各種 EHEC株の検出割合を比較する。

【結果】
1　STEC上の被検菌の生育割合は，生菌数の 1～ 1/100

量であり，試供菌株 23株全てが検出された。
2　添加前の通常便の検査で STEC以外の検討培地で
は，類似コロニーとの鑑別のため確認培養を要した

が，STECは確認培養が不要であり，検査効率が良
かった。
添加後は，クロモアガー O157上での O157検出と

CT-RMAC上での O26検出以外の選択分離培地上で
は，目的菌を検出できない選択性状のコロニーがあっ
たのに対し，STECは，目的菌が藤色コロニーという
特徴があり，全てのコロニーで目的菌が検出された。
（図 1）

【考察】
1の試験結果より，STECは，EHEC23株のいずれ
も生菌数の約 1～ 100分の 1の菌量が生育していたこ
とから，感染時の EHECの存在割合を勘案して，十
分検出可能であり，EHEC検出用の分離培地として優
れていると思われた。
2の試験結果より，EHEC以外の大腸菌が多く存在
している通常便への菌添加後の検出試験で，6血清型
とも STECは検出割合が最も優れていたことから，こ
れらの血清型 EHECを同時に検出することが可能で
あることが示唆された。
近年，O157以外の EHECの検出が国内外で増加し
ていることから，感染症・食中毒等の健康危機管理検
査への STECの活用は，EHEC検出率の向上に繋がり，
有用であると思われる。
本検討に際し，千葉県衛生研究所から菌株を分与い
ただいたこと，及び助言をいただいた平井研究員に深
謝します。
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図 1　通常便への菌添加による培地性能比較


